
底質の経年変化
■強熱減量・酸化還元電位
• 強熱減量及び酸化還元電位については、堰上下流側とも粒度組成と同様に経年的な変
動が見られ、河口堰運用後に一方的に強熱減量が増加、酸化還元電位が低下する傾

：強熱減量 ▲ ：酸化還元電位

左岸側 右岸側中央
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動が見られ、河 堰運用後に 方的に強熱減量が増加、酸化還元電位が低下する傾
向は見られない。
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【強熱減量】
乾燥させた試料を高温で熱した時の重量の減少量で、通常、重量百分率（％）で表され、試料中に含まれる
有機物質等のおおよその目安となり 値が大きいほど有機物質が多いことを示す
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有機物質等のおおよその目安となり、値が大きいほど有機物質が多いことを示す。
【酸化還元電位 】
試料中の酸化還元状態を示す値（mV)。代表的な酸化性物質としては、溶存酸素（DO）がある。
プラスの値が高い程、好気的環境を示し、またマイナスの値が高いほど嫌気的環境であることを示す。


